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7 月の木材価格・需給動向 

  

１．国産材(北関東) 

栃木県の原木生産は現場の切り替え時期と下刈り作業へのシフトが重なり、

減少傾向にある。県北と県西地域で間伐材、小径材の入荷が増加している。

製材工場の原木引取りは順調である。市況は虫害もあり、全般的に弱気配で

推移。スギ 3.0ｍ柱材は保合だが、4.0ｍ中目材は値下がり傾向にある。ヒノ

キは 3.0ｍ、4.0ｍ共に弱保合で推移している。 

群馬県では原木がだぶつき出材も少ない。スギ原木に虫害が見え始め在庫

消化を優先している。製材工場の操業率は通常の 70％程度。首都圏の製品市

場からの受注は低調で地場の仕事も少ない。売行きは 6 月より多少回復した

が低調は変わらず、全ての製品在庫が多い。仮筋交いと間柱に多少の引き合

いが見られる。 

 

２．米材 

5 月の米国住宅着工数は 128 万戸（年率換算）で前月比 5.5％減、前年同月

比 19.3％減と大きく減少した。北米製材品価格も新型コロナ蔓延初期の 2020

年 5 月以来の低水準である。製材工場は採算を下回った状況が続いているた

め、更なる減産や工場閉鎖が予想されている。米国の港頭在庫は潤沢、カナ

ダでも伐採期で原木生産は順調だが、7 月に入り気温が急上昇しており、Fire 

Closure(森林火災防止の入山規制）の季節となった。米マツ IS 級並の 7 月積

み対日輸出価格は未確認情報ながら前月比横ばいの$940/千SCRで決着した模

様。ランダムレングス紙発表の 15 種平均価格(7/9)は$362/M、6 月頭に比べ

6.7％の下落になっている。 

5 月原木入荷は 92 千 と 10 万 割れ、うち中国地区が 92 千 で 5 月も非

常に偏った入荷となった。1～5 月累計では 628 千 （前年同期比 19.9％減）。

出荷は 131 千 で出超、1～5 月累計では 697 千 （同 11.1％減）。在庫は前

月より減少し 134 千 、在庫率は 0.99 ヵ月。東京木材埠頭の 6 月製品入荷は

12 千 (前月比 28.2％減)、出荷は 11 千 (同 13.6％減)、在庫は 47 千 (同

2.3％増)。国内最大手は集成材メーカーと歩調を合わる格好で 7 月下旬より

製品価格の値上げを表明した。 

 

３．欧州材 



  産地では原木価格や製材コストがインフレにより更に上昇し、製材メーカ

ーの採算は急速に悪化している。欧州域内をはじめ米国、日本市場が冷え込

んでいるため数量が捌けない状況にある。夏季休暇の長期化等で製材生産量

を絞ってくる懸念がある。羽柄材の 6～7 月積みの交渉は頓挫している。円安

進行で日本側の希望価格との値差はさらに拡大している。間柱類は遅延分の

入荷もあり、急速に市場の雰囲気が悪化し、安値での狼狽売りも一部で見ら

れる。欧州産集成材、国内集成材ともに先高感が続いており、とくに RW 集成

梁が強い。東京港の 5 月製品入荷は 25 千 と急増し、出荷は平均的な 16 千

 、在庫は 39 千 に急増した。 

 

４．北洋材 

 産地では夏伐採が開始した。中国からの引き合いは依然低調。中国の銀行

の一部が米国の制裁を恐れてロシア向けの送金を避け始めている模様。ウズ

ベキスタン等向けの低グレード品の引き合いは堅調である。ルーブル高

(86Rbl/USD）のため輸出より国内向けが有利な状況は変わっていない。アカ

マツ原板のオファー数量は少ない。アカマツ完成品の価格は$600/ が標準で

シッパーは強気姿勢を崩していない。国内ではロシア材の独歩高に警戒感は

あるものの、先行き品不足から 10 万円台半ばが定着している。アカマツ離れ

は大きくは起きていない。国内北洋材工場では原板在庫が極めて薄く、現地

挽き完成品の再仕分けが恒常化している。6 月の製品入荷（東京＋川崎）は産

地の生産意欲の減退やコンテナ出荷不調で 12 千 と前月と変わらない。出荷

は 12 千  と低位安定。在庫は 22 千 。7 月在庫は出荷減により増加が予想

される。 

 

５．合板 

合板用原木の入荷は全国的に順調で不足感はないが、工場により減産の低

下で原木仕入量にバラツキがある。合板メーカーは 6 月も減産を継続。メー

カーの値上げの思いは通らず、直需系、プレカット系ともに価格は横ばい推

移。先行き不透明感から荷動きは芳しくない。5月の合板生産量は 20.8 万 。

うち針葉樹構造用合板の生産量は 18.7 万 、出荷量は 17.9 万 で在庫量は

15.4 万 となった。輸入合板は円安が続いており、現地への発注は各社さら

に減少傾向にある。5 月の合板輸入量は 15.4 万 で前月比 88.2％、前年同月

比 102.5％。特にインドネシア産が少ない。インドネシアではフロアベースも

生産している工場は 10～20％の減産だが、合板のみの工場は 50％の減産も見

られる。日本のみならず米国、欧州向けの出荷は厳しい状況。 

 



６．構造用集成材（国内産） 

 6 月のラミナ入港量は通常の 8 割程度と少ない。需要低迷で在庫量を絞る動

きも見られる。第 2・四半期契約のラミナ価格（CIF）は 300～310/ 程度で

今後も上昇傾向にある。欧州製材メーカーは減産を行っており、突然の欠品が

危惧される。荷動きは全国的に停滞気味であるが、集成材価格は原価、運賃の

上昇により強含み。国内集成材メーカーの販売は前年同月比 70～80％、在庫

は適正水準である。5 月の構造用集成材の輸入量は小断面 28,952  （前年同

月比 54.0％増）、中断面 22,567  （同 0.8％減）となった。 

 

７．木材チップ(東海) 

  原木は製紙・バイオマス発電用とも小径材(C 材)の引き合いが強く、慢性的

な不足感が続いている。燃料材は建廃の入荷が徐々に戻り例年並みになったが、

不足感は継続。新規の破砕工場の開設の動きもあり、競合、値下げが懸念され

る。一部大手製紙会社では定期修理期間も製紙用チップの受入を停止せず、荷

受けを継続した。バイオマス発電系では旺盛な消費が継続している。チップ工

場では国産材チップ原木の集荷増の基調は変わらない。製紙とバイオマスのバ

ランスと定期修理の状況を見ながらの生産となっている。 

 

８．市売問屋 

  都内での一般住宅は増改築分しか動かず、材木店の仕事は少ない。構造材、

造作材とも静かな動きである。とくに外材造作材は価格が高くなっているた

め荷動きが悪い。スギ柱角、ヒノキ柱・土台角を値下げしたが、売りづらい

状況である。品不足のアカマツ製品の価格はまだ上げ気味である。プレカッ

ト工場の稼働も資材高、運賃高、電気代高等の要因により良くならない。 

 

９．小売 

  首都圏のプレカット工場の稼働率は 7～8割と低調である。住宅需要の不振

が続いており、先行きも実需不足が予想される。国産材製品価格はおおむね

下げ止まっているが、需要停滞が長期にわたると再度値下げに転じる可能性

もある。外材製品は円安により輸入コストが上昇しているが、実需不足で価

格の値上げが進まない。特に米マツ製品（小割）の価格競争力は弱くなって

いる。WW 集成管柱は市中在庫にだぶつき感こそないが、価格は横ばい。造作

材では店舗用にスギ、ヒノキの安価な板物がよく出ていたが、原木出材量が

減少している模様で手当しづらくなっている。 

 

 

 

【訂正】6 月の構造用集成材のコメント 2 行目のラミナ価格は 420～460/ｍ3 程

度を 270～300/ｍ3 程度に訂正します。 
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